
ストリートの王様 Supremeの歴史、名
作、そして資産価値 
ストリートファッションの世界においてその名を知らぬ者はいない絶対的王者、 

「Supreme（シュプリーム）」 

1994年の誕生から四半世紀以上が経過した今なお、その影響力は衰えるどころか、ファッション
の枠を超えてカルチャーシーン全体に絶大な影響を及ぼし続けています。 

一枚のTシャツ、一つのキャップが、なぜ世界中の人々をこれほどまでに熱狂させるのか。 

なぜ発売と同時にオンラインストアがサーバーダウンし、店舗には長蛇の列ができるのか。そし

て、なぜその価値は時を経ても色褪せず、むしろ高騰し続けるのか。 

この記事では、Supremeが築き上げてきた伝説の軌跡を、徹底的に解き明かしていきます。 

ブランドの黎明期から最新の動向、スケートカルチャーとの不可分な関係、歴史を彩る珠玉のア

イテム群、衝撃を与えたコラボレーションの数々、そして気になる買取市場での「資産価値」まで。 

Supremeの魅力を余すことなくお届けします。 

この記事を読み終える頃には、あなたがSupremeを見る目は確実に変わっているはずです。 

 

第1章：ストリートの伝説、Supreme誕生物語 
第2章：なぜ人々はSupremeに熱狂するのか？ - ブランドを支える3つの柱 
第3章：魂のルーツ - Supremeとスケートボードカルチャーとの共生 
第4章：これを押さえろ！Supremeのマスターピースたち 
第5章：奇跡の融合 - Supremeの歴史を創ったコラボレーション列伝 
第6章：Supremeは"着る資産" - 買取市場のリアル 
第7章：賢くSupremeと付き合うために - 購入ガイドと真贋の見極め方 
おわりに：Supremeが問い続ける"クール"の本質 

 

 

第1章：ストリートの伝説、Supreme誕生物語 

Supremeの始まりは、90年代のニューヨーク・ソーホー。 

創業者ジェームス・ジェビアはアメリカ生まれイギリス育ちで、19歳でNYへ移住。Union NYCの
開業やStüssyの店舗運営を経て、ストリートとカルチャーを融合させる感覚を磨きました。 



1994年、マンハッタンのラファイエット・ストリートに1号店をオープン。 

スケーターがボードのまま入れる店内、音楽やスケートデッキが並ぶ空間は、ただのショップでは

なく文化の発信基地に。 

ブランド名「Supreme」は“最高”を意味し、赤いボックスロゴはバーバラ・クルーガーの作品に着
想を得たもの。一度見たら忘れられない象徴となります。 

1998年には東京・代官山に海外初店舗を出店。 

大阪や福岡にも広がり、日本のストリートシーンを席巻。 

本国以上の熱狂が、Supremeをローカルブランドから世界的ブランドへ押し上げました。 

その後、2017年にカーライル・グループから出資を受け、2020年にはVFコーポレーションが買
収。 

そして2024年、レイバンを擁するエシロールルックスオティカが約2370億円で買収することに合
意。 

経営母体は変わっても、Supremeのクールな世界観は揺らぐことなく続いていきます。 

 

 

第2章：なぜ人々はSupremeに熱狂するのか？ - ブランドを支える3つの柱 

Supremeの熱狂的な人気は、単なるデザインの良さだけでは説明できません。そこには、巧みに
計算された独自の戦略と、ブランドが持つ揺るぎない哲学が存在します。 

2-1. "手に入らない"からこそ価値がある - 巧みなドロップ戦略 

Supremeの最大の特徴は、「大量生産をしない」という徹底した販売戦略にあります。 

日本では土曜日に、オンラインストアと実店舗で数種類の新作アイテムを少量のみリリースしま

す。人気アイテムは発売開始からわずか数秒、数分で完売するのが常です。この「いつでも買え

るわけではない」「次はないかもしれない」という希少性が、人々の購買意欲を強烈に刺激しま

す。「欲しいものが手に入らない」という状況が、逆にそのアイテムへの渇望感を増幅させ、ブラン

ド全体の価値を飛躍的に高めているのです。これは、ラグジュアリーブランドが用いるマーケティ

ング手法にも通じる、極めて高度な戦略と言えるでしょう。 

2-2. 赤い長方形の魔法 - ボックスロゴの絶大な影響力 

前述の通り、バーバラ・クルーガーのアートワークに着想を得たボックスロゴは、Supremeの魂と
も言える存在です。このロゴが配されたTシャツやパーカーは、ブランドのアイコンとして絶対的な
地位を確立しています。 

なぜ、ただの長方形のロゴがこれほどまでに力を持つのか。それは、このロゴが単なるデザイン

ではなく、「Supremeコミュニティの一員であることの証」として機能しているからです。ボックスロ



ゴを身に纏うことは、ブランドが内包するスケートカルチャーや反骨精神、そして「クールであるこ

と」への共感を表明する行為なのです。発売数が極端に少ないため、ボックスロゴアイテムを所

有していること自体が一種のステータスとなり、二次流通市場では定価の何倍、時には何十倍も

の価格で取引される現象を生み出しています。 

2-3. 反骨精神とユーモア - Supremeのデザインに込められたメッセージ 

Supremeのデザインは、ボックスロゴだけではありません。その多くは、社会や政治に対する痛
烈な皮肉、既存の権威への反発といったアティチュード（姿勢）に満ちています。また、様々な映

画、音楽、アートなど、ジェビア自身が影響を受けてきたカルチャーへのオマージュやパロディも

頻繁に用いられます。 

例えば、過去にはケイト・モスやマイク・タイソン、レディー・ガガといった著名人をモデルに起用し

たフォトTシャツで物議を醸したり、企業のロゴを無断でサンプリングして警告を受けたりと、常に
スキャンダラスな話題を提供してきました。こうした予測不能で挑発的なデザインこそが、画一的

なファッションに飽き足らない人々を惹きつけ、Supremeを「ただのアパレルブランド」ではない特
別な存在にしているのです。 

 

第3章：魂のルーツ - Supremeとスケートボードカルチャーとの共生 

Supremeの根幹を成すのは、間違いなくスケートボードカルチャーです。ジェビアは、スケーター
たちのための本物の場所を作ることを目指しました。 

3-1. ただのショップではなかった - スケーターたちの"溜まり場" 

前述の通り、ラファイエット・ストリートの店舗は、スケーターが自然と集まるコミュニティハブとして

機能していました。当時の従業員の多くは現役のスケーターであり、客として訪れる若者たちと分

け隔てなく交流していました。商品を買うためだけでなく、仲間と話したり、ビデオを観たり、ただ

時間を過ごすために店に立ち寄る。そんな光景が日常でした。Supremeは、スケーターたちのリ
アルなライフスタイルに寄り添い、彼らと共に成長してきたのです。 

3-2. 歴代のレジェンドスケーターたち 

Supremeは創業当初から、多くのプロスケーターをサポートし、彼らを広告塔として起用してきま
した。ジェイソン・ディル、マーク・ゴンザレス、ショーン・パブロ、タイショーン・ジョーンズなど、

Supremeファミリーと呼ばれるスケーターたちは、皆その時代を象徴するスタイルとカリスマ性を
持っています。彼らがSupremeのウェアを身に纏い、ストリートを滑る姿は、ブランドのオーセン
ティシティ（本物であること）を何よりも雄弁に物語っています。 

3-3. スケートビデオが映し出すブランドの世界観 

Supremeの世界観を伝える上で欠かせないのが、不定期にリリースされるスケートビデオです。
ウィリアム・ストローベックが監督を務めた『cherry』（2014年）や『BLESSED』（2018年）といった
作品は、単なるトリック集ではありません。若きスケーターたちの日常、友情、そしてニューヨーク

の街の空気感までをも生々しく切り取ったドキュメンタリーであり、Supremeというブランドが持つ
唯一無二の雰囲気を映像化したアート作品です。これらのビデオを通じて、Supremeは自らのカ
ルチャーを世界に発信し続けています。 



 

第4章：これを押さえろ！Supremeのマスターピースたち 

Supremeはアパレルからアクセサリーまで、多岐にわたるアイテムを展開しています。ここでは、
特にブランドを象徴する名作たちを深掘りします。 

4-1. キャップ：ストリートスタイルの完成形 

Supremeのキャップは、ブランド入門者から熱狂的なコレクターまで、誰もが求めるアイテムで
す。 

●​ Camp Cap (キャンプキャップ): 浅めのシルエットが特徴のブランドを代表するキャップ。
特にボックスロゴを配したモデルは、毎シーズン熾烈な争奪戦が繰り広げられます。素材

やデザインのバリエーションが豊富で、コレクション性が非常に高いアイテムです。 
●​ New Era®︎ Collab Cap (ニューエラコラボキャップ): MLBの公式サプライヤーでもある

New Era®︎とのコラボレーションは定番中の定番。しっかりとした作りのベースボール
キャップにボックスロゴやワールドフェイマスロゴが刺繍されたモデルは、時代を超えて愛

されるマスターピースです。 

4-2. パーカー/スウェット：永遠の定番アイテム 

秋冬シーズンの主役であり、Supremeの資産価値を最も体感できるのがパーカーです。 

●​ Box Logo Hooded Sweatshirt (ボックスロゴパーカー): 全ての始まりにして頂点。この
パーカーを巡る熱狂は、もはや社会現象です。厚手で頑丈なヘビーウェイトコットンを使

用したボディは、着込むほどに体に馴染み、風合いを増します。初期のモデルや記念モ

デルなどは、驚くべき高値で取引されています。その価値は数十万円、時には百万円を

超えることもあります。 

4-3. Tシャツ：カルチャーを纏うアートピース 

Tシャツは、Supremeのクリエイティビティが最も発揮されるキャンバスです。 

●​ Box Logo Tee (ボックスロゴTシャツ): パーカーと並ぶブランドの象徴。20周年記念モデ
ルや、他ブランドとのコラボでリリースされるボックスロゴTシャツは、発売と同時に即完売
し、プレミア価格となることが約束されています。 

●​ Photo Tee (フォトTシャツ): 歴代の著名人がボックスロゴTシャツを着用したポートレート
がプリントされたシリーズ。ケイト・モス、マイク・タイソン、モリッシー、カーミットなど、その

人選のセンスとインパクトは唯一無二。コレクターズアイテムとして極めて高い人気を誇り

ます。 
●​ Graphic Tee (グラフィックTシャツ): 毎シーズン、様々なアーティストやデザイナーとのコ

ラボ、あるいは社会風刺の効いたオリジナルグラフィックで展開されます。そのデザイン

から、当時のカルチャーシーンを読み解くことができるのも魅力の一つです。 

4-4. アウター：機能性とデザイン性の融合 

機能性を重視するスケートブランドとしてのルーツと、ファッション性の高いデザインが融合したア

ウター類も必見です。特に「THE NORTH FACE」とのコラボレーションは、毎シーズン大きな話題
を呼び、ダウンジャケット（Nuptse）やマウンテンパーカは、発売前から争奪戦必至のアイテムで



す。また、「Schott」とのライダースジャケットなど、本物志向のブランドとの協業もSupremeの得
意とするところです。 

 

第5章：奇跡の融合 - Supremeの歴史を創ったコラボレーション列伝 

Supremeの歴史は、コラボレーションの歴史でもあります。業界の垣根を軽々と飛び越えるその
試みは、常にファッション界に衝撃を与えてきました。 

5-1. ラグジュアリーとの邂逅：SupremeとLouis Vuitton (ルイ・ヴィトン) 

2017年に発表されたこのコラボレーションは、ファッション史に残る事件でした。ストリートの象徴
であるSupremeと、ラグジュアリーの頂点に君臨するLouis Vuittonの融合は、「ストリートウェア
はもはやアンダーグラウンドな若者文化ではない」ということを世界に宣言する象徴的な出来事

となりました。このコレクションのアイテムは、今なお二次流通市場で圧倒的な存在感を放ってい

ます。 

5-2. スポーツブランドとの化学反応：SupremeとNIKE (ナイキ) 

2002年の「Dunk Low Pro SB」から始まったNIKEとのパートナーシップは、スニーカーヘッズたち
を常に熱狂させてきました。Air Force 1、Dunk、Air Jordan、Air Maxなど、NIKEの歴史的名作を
ベースに、Supremeならではの捻りを加えたモデルはどれもリリースと同時に即完売。スニー
カーカルチャーにおいてこのコラボは特別な意味を持ちます。 

5-3. アウトドアの巨人との最強タッグ：SupremeとTHE NORTH FACE (ザ・ノース・フェイス) 

2007年から続く、もはや恒例行事とも言えるコラボレーション。THE NORTH FACEが持つ高い
機能性と信頼性に、Supremeの斬新なデザイン（レオパード柄、マップ柄、バンダナ柄など）が融
合。冬のストリートの定番として確固たる地位を築いており、歴代モデルには数多くの名作が存

在します。 

5-4. 日本の魂との共鳴：SupremeとCOMME des GARÇONS, UNDERCOVERなど 

Supremeは、日本の先鋭的なブランドとも深い関係を築いてきました。「COMME des 
GARÇONS SHIRT」との、ボックスロゴを反転させたり、分割したりする破壊的なデザインのコラ
ボは、ファッション好きを唸らせました。また、「UNDERCOVER」とのパンク精神あふれるコラボ
レーションも、両ブランドのファンから絶大な支持を得ています。 

 

第6章：Supremeは"着る資産" - 買取市場のリアル 

古着屋として、Supremeの「資産価値」という側面は無視できません。なぜSupremeはこれほど
高値で取引され、その価値を維持し続けるのでしょうか。 

6-1. なぜSupremeは高値で取引されるのか？ 

理由は複合的ですが、主に以下の点が挙げられます。 



1.​ 絶対的な生産数の少なさ： 需要に対して供給が常に不足している。 
2.​ 再生産しない姿勢： 一度リリースされたデザインは、基本的に再販されないため、過去の

モデルは希少価値が増す一方。 
3.​ 揺るぎないブランド力： 流行り廃りに左右されない、カルチャーに根差したブランドイメー

ジ。 
4.​ 有名人の着用： 世界中のセレブリティやアーティストが着用することで、特定のアイテム

の人気が急騰する。 

6-2. アイテム別・買取相場徹底解説 

※相場は2025年現在の目安であり、状態、カラー、サイズ、付属品の有無によって大きく変動し
ます。 

●​ キャップの相場 
○​ ボックスロゴ キャンプキャップ: 

■​ 定価: 8,000円〜10,000円前後 
■​ 買取相場: 10,000円〜20,000円前後。 

○​ New Era®︎ ボックスロゴ キャップ: 
■​ 定価: 9,000円前後 
■​ 買取相場: 15,000円〜30,000円前後。 

●​ パーカーの相場 
○​ ボックスロゴ パーカー: 

■​ 定価: 25,000円〜40,000円前後 
■​ 買取相場: 30,000円〜200,000円以上。特にグレーや黒などの定番カ

ラー、10年以上前の初期モデルなどは別格の査定額となります。Louis 
Vuittonコラボに至っては数百万円単位での取引も。 

●​ Tシャツの相場 
○​ ボックスロゴ Tシャツ: 

■​ 定価: 7,000円〜9,000円前後 
■​ 買取相場: 10,000円〜100,000円以上。 

6-3. 査定額を左右する重要ポイント 

●​ 発売年： 基本的に古い年代のアーカイブ品ほど希少価値が高まります。 
●​ 状態： 未使用品、タグ付きが最高評価。着用感、色褪せ、汚れ、傷は減額対象となりま

す。 
●​ コラボ相手： Louis VuittonやTIFFANY&Co.など、異業種かつ希少性の高いコラボは高

騰します。 
●​ 流通量： 特定の店舗限定でリリースされたアイテムは非常に高値が付きます。 
●​ 付属品： タグ、ステッカーなどの付属品が揃っていると査定額がアップします。 

 

第7章：賢くSupremeと付き合うために - 購入ガイドと真贋の見極め方 

これほどの人気ブランドゆえに、市場には残念ながら多くの偽物（フェイク品）が出回っています。 

7-1. 偽物に騙されない！基本的な真贋ポイント 



プロでも判断が難しい精巧な偽物も増えていますが、基本的なチェックポイントを知っておくだけ

でもリスクは減らせます。 

●​ 首元のタグ: 本物はフォントの太さや間隔が均一。特に「Supreme」のロゴの刺繍は丁寧
で、裏側の糸処理も比較的綺麗です。偽物は文字が潰れていたり、刺繍が雑だったりし

ます。 
●​ 洗濯表示タグ: 本物は印字が鮮明で、素材表記などが正確です。偽物は印字が滲んで

いたり、フォントに違和感があったりします。透かすと「SUP.〜」という透かし文字が見える
モデルもあります。 

●​ ボックスロゴの刺繍（パーカー/スウェット）： 本物は刺繍の網目が細かく、均一で、立体感
があります。偽物は刺繍が粗く、のっぺりとした印象です。しかし年代によってデザインが

微妙に異なるので要注意。 

最も確実なのは、信頼できる専門店で購入することです。

 

おわりに：Supremeが問い続ける"クール"の本質 

Supremeは、もはや単なるファッションブランドではありません。 

それは、スケートボードという一つのカルチャーを核としながら、アート、音楽、そして社会への

メッセージを内包したムーブメントそのものです。 

毎週のように世界中を熱狂させ、ストリートからラグジュアリーまでを自由自在に横断するその姿

は、私たちに「本物のクールとは何か？」を問いかけ続けています。 

ファッションとしてそのスタイルを楽しむもよし。アートピースとしてコレクションするもよし。 

そして、「着る資産」としてその価値の推移を追いかけるもよし。多様な魅力と奥深い物語を持つ

Supremeの世界に、あなたも足を踏み入れてみてはいかがでしょうか。 
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